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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第49期
第２四半期
累計期間

第50期
第２四半期連結
累計期間

第49期
第２四半期
会計期間

第50期
第２四半期連結
会計期間

第49期

会計期間

自平成22年
３月26日
至平成22年
９月25日

自平成23年
３月26日
至平成23年
９月25日

自平成22年
６月26日
至平成22年
９月25日

自平成23年
６月26日
至平成23年
９月25日

自平成22年
３月26日
至平成23年
３月25日

売上高（千円） 5,819,1757,530,3312,868,7153,487,53313,054,514

経常利益（千円） 132,277 721,728 18,379 104,528 780,820

四半期（当期）純利益（千円） 123,759 468,570 11,459 32,001 728,954

持分法を適用した場合の投資利益

（千円）
－ － － － －

資本金（千円） － － 1,742,4001,742,4001,742,400

発行済株式総数（千株） － － 9,030 9,030 9,030

純資産額（千円） － － 4,250,6235,254,6244,846,096

総資産額（千円） － － 8,049,2978,635,1988,217,330

１株当たり純資産額（円） － － 487.04 602.10 555.27

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
14.18 53.69 1.31 3.67 83.52

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － － － －

１株当たり配当額（円） 2.50 2.50 2.50 2.50 7.50

自己資本比率（％） － － 52.8 60.9 59.0

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
637,219 595,877 － － 960,299

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△150,951△220,325 － － △670,539

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△318,422△178,560 － － △794,135

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ － 1,125,489869,405 471,289

従業員数（人） － － 291 296 294

　（注）１．当社は第49期第２四半期累計（会計）期間及び第49期は四半期連結財務諸表及び連結財務諸表を作成してい

ないため、第49期第２四半期累計（会計）期間及び第49期事業年度について記載しております。また、第50期

第２四半期連結累計（会計）期間は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社に係る主要な経

営指標等の推移については記載しておりません。

　　　　２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

　　　　３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。 

３【関係会社の状況】

　当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

４【従業員の状況】

（１）連結会社の状況

　 平成23年９月25日現在

従業員数（人） 296     (34)

　（注）１．従業員の定年は、満65才に達した日の属する給与期間の末日としております。

２．従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は、当第２四半期連結会計期間の平均人員を（　）外数で記載して

おります。　

（２）提出会社の状況

 平成23年９月25日現在

従業員数（人） 296 (30)

　（注）１．従業員の定年は、満65才に達した日の属する給与期間の末日としております。

２．従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は、当第２四半期会計期間の平均人員を（　）外数で記載しており

ます。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

（１）生産実績

　  当第２四半期連結会計期間の生産実績をセグメント別に示すと次のとおりであります。

　　なお、前年同四半期については、四半期連結財務諸表を作成していないため、前年同四半期比は記載しておりませ

ん。

セグメントの名称　
当第２四半期連結会計期間
（自　平成23年６月26日
至　平成23年９月25日）

前年同四半期比（％）

家電製品事業（千円）　 2,371,875　 －　

その他の事業（千円）　 21,669　 －　

合計（千円）　 2,393,545　 －　

　（注）１．金額は製造原価によっており、消費税等は含まれておりません。

　２．当第２四半期連結会計期間の家電製品事業の生産実績を製品分類別に示すと次のとおりであります。

　　　なお、前年同四半期については、四半期連結財務諸表を作成していないため、前年同四半期比は記載しておりま

せん。　

製品分類
当第２四半期連結会計期間
（自　平成23年６月26日
至　平成23年９月25日）

前年同四半期比（％）

照明器具（千円） 317,271 －

調理家電（千円） 690,985 －

クリーナー（千円） 258,763 －

生活家電（千円） 394,642 －

冷蔵庫（千円） 157,793 －

ＡＶ機器（千円） 408,328 －

健康理美容機器（千円） 92,370 －

その他（千円） 51,718 －

合計（千円） 2,371,875 －

　（注）　金額は製造原価によっており、消費税等は含まれておりません。

（２）商品仕入実績

　  商品仕入実績については、当社グループの業務形態上、重要性が乏しいため記載を省略しております。

（３）受注状況

　  当社は見込み生産をおこなっており、受注生産は僅少であるため記載を省略しております。
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（４）販売実績

　  当第２四半期連結会計期間の販売実績をセグメント別に示すと次のとおりであります。

　　なお、前年同四半期については、四半期連結財務諸表を作成していないため、前年同四半期比は記載しておりませ

ん。

セグメントの名称　
当第２四半期連結会計期間
（自　平成23年６月26日
至　平成23年９月25日）

前年同四半期比（％）

家電製品事業（千円）　 3,462,947　 －　

その他の事業（千円）　 24,585　 －　

合計（千円）　 3,487,533　 －　

（注）１．本表の金額には消費税等は含まれておりません。

２．当第２四半期連結会計期間の家電製品事業の販売実績を製品分類別に示すと次のとおりであります。

　　なお、前年同四半期については、四半期連結財務諸表を作成していないため、前年同四半期比は記載しておりませ

ん。

製品分類
当第２四半期連結会計期間
（自　平成23年６月26日
至　平成23年９月25日）

前年同四半期比（％）

照明器具（千円） 455,374 －

調理家電（千円） 870,022 －

クリーナー（千円） 472,309 －

生活家電（千円） 592,728 －

冷蔵庫（千円） 202,739 －

ＡＶ機器（千円） 539,981 －

健康理美容機器（千円） 159,444 －

その他（千円） 170,347 －

合計（千円） 3,462,947 －

　（注）１．本表の金額には消費税等は含まれておりません。

２．当第２四半期連結会計期間の主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合は当該

割合が100分の10以上の相手先がないため記載を省略しております。

２【事業等のリスク】

　当第２四半期連結会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。　
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３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）財政状態の分析

　当第２四半期連結会計期間末の総資産は8,635百万円となりました。主な内訳は、有形固定資産が2,364百万円、

受取手形及び売掛金が2,357百万円、棚卸資産が2,066百万円、現金及び預金が1,240百万円となっております。

　負債は3,380百万円となりました。当第２四半期連結累計期間も借入金の圧縮を推進し、有利子負債残高は1,491

百万円となっております。

　純資産は5,254百万円となりました。自己資本比率は60.9%となっております。

　なお、第１四半期連結会計期間から四半期連結財務諸表を作成しておりますので、前期末との比較分析はおこ

なっておりません。

（２）経営成績の分析

　　　当社グループの当第２四半期連結会計期間における売上高は3,487百万円となりました。前期に引き続き家電量販

店向け販売、及び業務用販売が好調に推移しております。さらにＷＥＢ販売、通信販売、ギフト販売等も順調に推

移いたしました。商品分野別には省エネ、節電を背景に生活家電分野の新製品「省エネ型そよ風ファン」を中心

に季節商品の売上が大幅に伸びており、また照明器具分野の「ＬＥＤデスクライト」シリーズや業務用冷蔵庫等

も好調に推移しております。

  営業利益は403百万円となりました。中国における材料費や人件費の高騰により調達コストの上昇が続いてお

りますが、売上高の増収と円高効果により吸収しております。

  経常利益は104百万円、四半期純利益は32百万円となりました。円相場が引き続き円高に推移したため為替差損

が268百万円発生しておりますが、売上高の増加が大きく寄与しております。

  なお、第１四半期連結会計期間から四半期連結財務諸表を作成しておりますので、前年同期との比較分析はお

こなっておりません。

（３）キャッシュ・フローの状況

  当第２四半期連結会計期間の営業活動によるキャッシュ・フローは621百万円の収入となりました。調達コス

ト上昇を抑えるために一部製品を先行購入したことにより棚卸資産が287百万円増加しておりますが、売上債権

の減少などにより収入超過となりました。

  投資活動によるキャッシュ・フローは130百万円の支出となりました。製品製造のために必要な金型に対する

設備投資が主たる内容であります。

  財務活動によるキャッシュ・フローは22百万円の収入となり、以上の結果、現金及び現金同等物の当第２四半

期連結会計期間末残高は869百万円となりました。第１四半期連結会計期間末残高より517百万円増加しておりま

す。

  なお、第１四半期連結会計期間から四半期連結財務諸表を作成しておりますので、前年同期との比較分析はお

こなっておりません。

 （４）事業上及び財務上の対処すべき課題

　 当第２四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。　

 （５）研究開発活動

　　　 当第２四半期連結会計期間における研究開発活動の金額は、126百万円であります。

　　　なお、当第２四半期連結会計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。　
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第３【設備の状況】
（１）主要な設備の状況 

　　当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。 

（２）設備の新設、除却等の計画

　　①　設備の新設、除却等の計画の変更

　　　　当第２四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末に計画した重要な設備の新設、除却等について、

重要な変更はありません。

  　②　設備の新設の完了

　　　　当第２四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末において計画中であった重要な設備の新設につ

いて完了したものは、次のとおりであります。 

事業所名

（所在地）　
設備の内容

投資額

（千円）　
資金調達方法　 完了年月　

本社工場

（新潟県燕市）　
新規金型　　 　79,746自己資金、リース　 平成23年９月　

  ③　設備の新設、除却等の新たな計画

　　　　当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はあり

ません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 34,000,000

計 34,000,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成23年９月25日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年11月９日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 9,030,000 9,030,000
東京証券取引所

市場第二部

単元株式数

1,000株　

計 9,030,000 9,030,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　　

（４）【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

 平成23年６月26日～

 平成23年９月25日　
－ 9,030,000 － 1,742,400 － 953,042
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（６）【大株主の状況】

　 平成23年９月25日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

㈱双栄　 新潟県三条市西本成寺１丁目30－31　 1,013 11.22

ツインバード従業員持株会　 新潟県燕市吉田西太田字潟向2084－２　 473 5.24

野水　重勝　 新潟県三条市　 447 4.95

㈱第四銀行　 新潟県新潟市中央区東堀前通７－1071－１　 436 4.83

野水　敏勝　 新潟県三条市　 387 4.29

野水　秀勝　 新潟県三条市　 380 4.21

ツインバード工業㈱　 新潟県燕市吉田西太田字潟向2084－２　 302 3.35

㈱北越銀行　 新潟県長岡市大手通２－２－14　 276 3.06

岡田　勝　 新潟県燕市　 265 2.93

野水　重明　 新潟県三条市　 261 2.89

計 － 4,241 46.97
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

　 平成23年９月25日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　  302,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式  8,723,000 8,723 －

単元未満株式 普通株式      5,000 － －

発行済株式総数 9,030,000 － －

総株主の議決権 － 8,723 －

（注）「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式891株が含まれております。　

   

②【自己株式等】

　 平成23年９月25日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有

株式数（株）

他人名義所有

株式数（株）

所有株式数の

合計（株）

発行済株式総数

に対する所有株

式数の割合

（％）

ツインバード工業㈱
新潟県燕市吉田西太田

字潟向2084-２
302,000 － 302,000 3.34

計 － 302,000 － 302,000 3.34

   

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別 平成23年４月 ５　月 ６　月 ７　月 ８　月 ９　月

最高（円） 385 404 430 520 575 491

最低（円） 320 328 333 381 412 364

　（注）　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第二部におけるものであります。

３【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。 
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表及び四半期財務諸表の作成方法について

（１）当社の当第２四半期連結会計期間（平成23年６月26日から平成23年９月25日まで）及び当第２四半期連結累

計期間（平成23年３月26日から平成23年９月25日まで）に係る四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の

用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）

に基づいて作成しております。

（２）当社の前第２四半期会計期間（平成22年６月26日から平成22年９月25日まで）及び前第２四半期累計期間

（平成22年３月26日から平成22年９月25日まで）に係る四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及

び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63号。以下「四半期財務諸表等規則」という。）に基づいて作

成しております。

（３）前事業年度（平成22年３月26日から平成23年３月25日まで）は連結財務諸表を作成していないため、前連結会

計年度末に係る要約連結貸借対照表に代えて、前事業年度に係る要約貸借対照表を記載しております。また、前第

２四半期会計期間（平成22年６月26日から平成22年９月25日まで）及び前第２四半期累計期間（平成22年３月

26日から平成22年９月25日まで）は四半期連結財務諸表を作成していないため、前第２四半期連結会計期間（平

成22年6月26日から平成22年9月25日まで）及び前第２四半期連結累計期間（平成22年3月26日から平成22年9月

25日まで）に係る四半期連結損益計算書並びに四半期連結キャッシュ・フロー計算書に代えて、前第２四半期会

計期間（平成22年６月26日から平成22年９月25日まで）及び前第２四半期累計期間（平成22年３月26日から平

成22年９月25日まで）に係る四半期損益計算書並びに前第２四半期累計期間（平成22年３月26日から平成22年

９月25日まで）に係る四半期キャッシュ・フロー計算書を記載しております。　　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期会計期間（平成22年６月26日から平成22

年９月25日まで）及び前第２四半期累計期間（平成22年３月26日から平成22年９月25日まで）に係る四半期財務諸

表については新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受け、また、当第２四半期連結会計期間（平成23年６

月26日から平成23年９月25日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成23年３月26日から平成23年９月25日ま

で）に係る四半期連結財務諸表については、優成監査法人による四半期レビューを受けております。　
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】
【当第２四半期連結会計期間末】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成23年９月25日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,240,605

受取手形及び売掛金 ※
 2,357,128

商品及び製品 1,683,581

仕掛品 189,733

原材料及び貯蔵品 191,757

その他 256,085

貸倒引当金 △10,010

流動資産合計 5,908,881

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 3,353,568

減価償却累計額 △2,686,472

建物及び構築物（純額） 667,096

機械及び装置 826,097

減価償却累計額 △779,379

機械及び装置（純額） 46,718

金型 1,886,568

減価償却累計額 △1,674,480

金型（純額） 212,087

工具、器具及び備品 414,570

減価償却累計額 △335,869

工具、器具及び備品（純額） 78,701

土地 1,198,294

建設仮勘定 23,517

その他 333,145

減価償却累計額 △194,832

その他（純額） 138,312

有形固定資産合計 2,364,728

無形固定資産 84,601

投資その他の資産

投資有価証券 176,364

その他 101,978

貸倒引当金 △1,357

投資その他の資産合計 276,986

固定資産合計 2,726,316

資産合計 8,635,198
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成23年９月25日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 305,961

短期借入金 100,000

1年内返済予定の長期借入金 386,352

1年内償還予定の社債 40,000

リース債務 103,661

未払法人税等 230,487

未払消費税等 11,506

賞与引当金 110,166

製品補修対策引当金 87,970

その他 839,517

流動負債合計 2,215,624

固定負債

社債 130,000

長期借入金 651,779

リース債務 79,296

退職給付引当金 150,608

役員退職慰労引当金 119,904

資産除去債務 20,100

その他 13,261

固定負債合計 1,164,949

負債合計 3,380,573

純資産の部

株主資本

資本金 1,742,400

資本剰余金 953,042

利益剰余金 2,599,161

自己株式 △37,680

株主資本合計 5,256,923

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △1,130

為替換算調整勘定 △1,168

評価・換算差額等合計 △2,298

純資産合計 5,254,624

負債純資産合計 8,635,198
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【前事業年度末】
（単位：千円）

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成23年３月25日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 842,489

受取手形及び売掛金 2,844,784

商品及び製品 1,281,122

仕掛品 83,950

原材料及び貯蔵品 102,542

その他 183,057

貸倒引当金 △7,689

流動資産合計 5,330,257

固定資産

有形固定資産

建物 3,168,674

減価償却累計額 △2,533,616

建物（純額） 635,058

機械及び装置 860,252

減価償却累計額 △807,847

機械及び装置（純額） 52,404

金型 1,808,539

減価償却累計額 △1,625,682

金型（純額） 182,856

工具、器具及び備品 392,585

減価償却累計額 △327,582

工具、器具及び備品（純額） 65,003

土地 1,198,294

建設仮勘定 19,241

その他 464,719

減価償却累計額 △277,428

その他（純額） 187,291

有形固定資産合計 2,340,150

無形固定資産 82,509

投資その他の資産

投資有価証券 162,913

その他 302,855

貸倒引当金 △1,357

投資その他の資産合計 464,412

固定資産合計 2,887,072

資産合計 8,217,330
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（単位：千円）

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成23年３月25日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 335,176

短期借入金 150,000

1年内返済予定の長期借入金 393,086

1年内償還予定の社債 10,000

リース債務 123,259

未払法人税等 16,177

未払消費税等 36,350

賞与引当金 104,046

その他 930,274

流動負債合計 2,098,370

固定負債

社債 60,000

長期借入金 803,529

リース債務 91,968

退職給付引当金 125,939

役員退職慰労引当金 180,245

その他 11,180

固定負債合計 1,272,862

負債合計 3,371,233

純資産の部

株主資本

資本金 1,742,400

資本剰余金 953,042

利益剰余金 2,174,228

自己株式 △37,493

株主資本合計 4,832,177

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 13,919

評価・換算差額等合計 13,919

純資産合計 4,846,096

負債純資産合計 8,217,330
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（２）【四半期連結損益計算書】
【前第２四半期累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自　平成22年３月26日
　至　平成22年９月25日)

売上高 5,819,175

売上原価 3,892,548

売上総利益 1,926,627

販売費及び一般管理費 ※
 1,343,176

営業利益 583,450

営業外収益

受取利息 2,577

受取配当金 1,917

固定資産賃貸料 1,016

その他 6,783

営業外収益合計 12,294

営業外費用

支払利息 20,036

売上割引 52,532

為替差損 387,640

その他 3,257

営業外費用合計 463,467

経常利益 132,277

特別利益

固定資産売却益 3,915

その他 156

特別利益合計 4,071

特別損失

固定資産処分損 6,975

減損損失 1,769

特別損失合計 8,744

税引前四半期純利益 127,603

法人税、住民税及び事業税 3,844

法人税等合計 3,844

四半期純利益 123,759
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【当第２四半期連結累計期間】
（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年３月26日
　至　平成23年９月25日)

売上高 7,530,331

売上原価 4,711,932

売上総利益 2,818,398

販売費及び一般管理費 ※
 1,723,180

営業利益 1,095,218

営業外収益

受取利息 156

受取配当金 2,657

固定資産賃貸料 415

受取返戻金 4,971

その他 10,798

営業外収益合計 18,998

営業外費用

支払利息 13,593

売上割引 71,394

為替差損 306,637

その他 861

営業外費用合計 392,487

経常利益 721,728

特別損失

固定資産処分損 7,218

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 25,264

その他 521

特別損失合計 33,004

税金等調整前四半期純利益 688,724

法人税等 220,153

少数株主損益調整前四半期純利益 468,570

四半期純利益 468,570
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【前第２四半期会計期間】
（単位：千円）

前第２四半期会計期間
(自　平成22年６月26日
　至　平成22年９月25日)

売上高 2,868,715

売上原価 1,881,031

売上総利益 987,684

販売費及び一般管理費 ※
 655,419

営業利益 332,264

営業外収益

受取利息 2,496

受取配当金 660

固定資産賃貸料 450

その他 1,232

営業外収益合計 4,840

営業外費用

支払利息 9,578

売上割引 23,729

為替差損 282,229

その他 3,188

営業外費用合計 318,724

経常利益 18,379

特別損失

固定資産処分損 4,636

減損損失 361

特別損失合計 4,998

税引前四半期純利益 13,381

法人税、住民税及び事業税 1,922

法人税等合計 1,922

四半期純利益 11,459
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【当第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間
(自　平成23年６月26日
　至　平成23年９月25日)

売上高 3,487,533

売上原価 2,164,945

売上総利益 1,322,588

販売費及び一般管理費 ※
 919,028

営業利益 403,559

営業外収益

受取利息 85

受取配当金 1,342

固定資産賃貸料 145

受取返戻金 4,971

その他 8,762

営業外収益合計 15,306

営業外費用

支払利息 6,713

売上割引 38,423

為替差損 268,381

その他 819

営業外費用合計 314,337

経常利益 104,528

特別損失

固定資産処分損 7,218

その他 521

特別損失合計 7,740

税金等調整前四半期純利益 96,788

法人税等 64,786

少数株主損益調整前四半期純利益 32,001

四半期純利益 32,001
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
【前第２四半期累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自　平成22年３月26日
　至　平成22年９月25日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 127,603

減価償却費 125,841

減損損失 1,769

貸倒引当金の増減額（△は減少） 10,617

賞与引当金の増減額（△は減少） △8,014

退職給付引当金の増減額（△は減少） 7,364

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 4,239

その他の引当金の増減額（△は減少） △248

受取利息及び受取配当金 △4,494

支払利息 20,036

為替差損益（△は益） 21,248

固定資産売却損益（△は益） △3,915

固定資産処分損益（△は益） 6,975

売上債権の増減額（△は増加） 375,175

たな卸資産の増減額（△は増加） △159,385

その他の資産の増減額（△は増加） △73,757

仕入債務の増減額（△は減少） 44,657

その他の負債の増減額（△は減少） 163,952

小計 659,666

利息及び配当金の受取額 4,488

利息の支払額 △19,319

法人税等の支払額 △7,615

営業活動によるキャッシュ・フロー 637,219

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △30,000

有形固定資産の取得による支出 △111,898

有形固定資産の売却による収入 3,915

無形固定資産の取得による支出 △3,025

投資有価証券の取得による支出 △624

その他の支出 △10,057

その他の収入 740

投資活動によるキャッシュ・フロー △150,951

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △125,000

長期借入金の返済による支出 △203,180

社債の償還による支出 △20,000

セール・アンド・リースバックによる収入 83,231

リース債務の返済による支出 △40,351

自己株式の取得による支出 △185

配当金の支払額 △12,937

財務活動によるキャッシュ・フロー △318,422

現金及び現金同等物に係る換算差額 △21,248

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 146,597

現金及び現金同等物の期首残高 978,891

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,125,489
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【当第２四半期連結累計期間】
（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年３月26日
　至　平成23年９月25日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 688,724

減価償却費 148,736

貸倒引当金の増減額（△は減少） 2,321

賞与引当金の増減額（△は減少） 6,120

退職給付引当金の増減額（△は減少） 24,668

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △60,341

製品補修対策引当金の増減額（△は減少） 87,970

受取利息及び受取配当金 △2,813

支払利息 13,593

為替差損益（△は益） 42

固定資産処分損益（△は益） 7,218

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 25,264

その他の損益（△は益） 521

売上債権の増減額（△は増加） 487,655

たな卸資産の増減額（△は増加） △598,798

その他の資産の増減額（△は増加） △98,013

仕入債務の増減額（△は減少） △29,214

その他の負債の増減額（△は減少） △89,208

小計 614,447

利息及び配当金の受取額 2,772

利息の支払額 △13,667

法人税等の支払額 △7,675

営業活動によるキャッシュ・フロー 595,877

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △185,509

無形固定資産の取得による支出 △4,229

投資有価証券の取得による支出 △26,656

その他の支出 △5,980

その他の収入 2,050

投資活動によるキャッシュ・フロー △220,325

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △50,000

長期借入金の返済による支出 △208,484

長期借入れによる収入 50,000

社債の発行による収入 100,000

セール・アンド・リースバックによる収入 48,224

リース債務の返済による支出 △75,062

自己株式の取得による支出 △186

配当金の支払額 △43,052

財務活動によるキャッシュ・フロー △178,560

現金及び現金同等物に係る換算差額 1,125

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 198,116

現金及び現金同等物の期首残高 471,289

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 200,000

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 869,405
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年３月26日
至　平成23年９月25日）

１．連結の範囲に関する事項

の変更　

（１）連結の範囲の変更

　　 第１四半期連結会計期間より双鳥電器（深?）有限公司の重要性が増したため、連

結の範囲に含めております。

（２）変更後の連結子会社の数

　　 １社

２．会計処理基準に関する事

項の変更

資産除去債務に関する会計基準等の適用

　第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18

号　平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計

基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を適用しております。

　これにより税金等調整前四半期純利益は25,264千円減少しております。また、当会計基

準等の適用開始による資産除去債務の変動額は20,100千円であります。　

【簡便な会計処理】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年３月26日
至　平成23年９月25日）

固定資産の減価償却費の算定

方法

　定率法を採用している固定資産については、当連結会計年度に係る減価償却費の額を期

間按分して算定する方法によっております。 

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年３月26日
至　平成23年９月25日）

税金費用の計算 　税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税金等調整前当

期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税金等調整前四半期

純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法によっております。

　なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。

【追加情報】

当第２四半期連結会計期間
（自　平成23年６月26日
至　平成23年９月25日）

（製品補修対策引当金）　

　当第２四半期連結会計期間より、過去の売上製品の一部について今後無償の点検修理を見込んでおり、必要と認められ

る額として「製品補修対策引当金」を計上しております。

　これにより、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ87,970千円減少しております。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第２四半期連結会計期間末

（平成23年９月25日）　

※　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理について

は、当四半期連結会計期間の末日が金融機関の休業日で

したが、満期日に決済が行われたものとして処理してお

ります。

　　なお、当四半期連結会計期間末日満期手形の金額は次の

とおりであります。

　　受取手形　　　　　　　　　　　　　　 11,742千円
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（四半期連結損益計算書関係）

前第２四半期累計期間
（自　平成22年３月26日
至　平成22年９月25日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

物流費　 220,444　千円　

製品補修費　　　 61,014　　

広告宣伝・販促費　　　 86,320　　

給与手当　　　 456,479　　

賞与引当金繰入　　　 72,245　　

役員退職慰労引当金繰入　　　 4,851　　

退職給付費用　　　 20,496　　

福利厚生費　 92,510　　

旅費交通費　 61,971　　

貸倒引当金繰入　 10,617　

業務委託料　 52,170　

　

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年３月26日
至　平成23年９月25日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

物流費　 277,256　千円　

製品補修費　　　 92,405　　

製品補修対策引当金繰入　　　 87,970　　

広告宣伝・販促費　　　 115,685　　

給与手当　　　 490,686　　

賞与引当金繰入　　　 89,504　　

役員退職慰労引当金繰入　　 9,697　　

退職給付費用　　　 19,595　　

福利厚生費　 104,696　　

旅費交通費　 75,290　　

貸倒引当金繰入　 2,321　

業務委託料　 62,935　
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前第２四半期会計期間
（自　平成22年６月26日
至　平成22年９月25日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

物流費　 103,942　千円　

製品補修費　　　 29,422　　

広告宣伝・販促費　　　 46,836　　

給与手当　　　 226,295　　

賞与引当金繰入　　　 25,546　　

役員退職慰労引当金繰入　　　 4,851　　

退職給付費用　　　 10,015　　

福利厚生費　 46,992　　

旅費交通費　 31,612　　

貸倒引当金繰入　 76　

業務委託料　 25,979　

　

当第２四半期連結会計期間
（自　平成23年６月26日
至　平成23年９月25日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

物流費　 129,669　千円　

製品補修費　　　 60,359　　

製品補修対策引当金繰入　　　 87,970　　

広告宣伝・販促費　　　 56,132　　

給与手当　　　 248,472　　

賞与引当金繰入　　　 67,128　　

役員退職慰労引当金繰入　　 4,850　　

退職給付費用　　　 9,938　　

福利厚生費　 54,437　　

旅費交通費　 40,159　　

貸倒引当金繰入　 △2,436　　

業務委託料　 32,428　
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期累計期間
（自　平成22年３月26日
至　平成22年９月25日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照

表に掲記されている科目の金額との関係 

 （平成22年９月25日現在）

現金及び預金勘定　 1,399,789　千円　

預入期間が３ヶ月を超える

定期預金　
△274,300　　

現金及び現金同等物　 1,125,489　　

　

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年３月26日
至　平成23年９月25日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係 

 （平成23年９月25日現在）

現金及び預金勘定　 1,240,605　千円　

預入期間が３ヶ月を超える

定期預金　
△371,200　　

現金及び現金同等物　 869,405　　
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（株主資本等関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成23年９月25日）及び当第２四半期連結累計期間（自　平成23年３月26日　至　平

成23年９月25日）

１．発行済株式の種類及び総数

  普通株式　　9,030千株

２．自己株式の種類及び株式数

  普通株式　　　302千株 

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

４．配当に関する事項

（１）　配当金支払額

　（決議）　 株式の種類　
配当金の総額

（千円）　

１株当たり

配当額

（円）　

基準日 効力発生日　 配当の原資　

 平成23年６月22日

株主総会　
普通株式 43,637　 5.0　 平成23年３月25日平成23年６月23日利益剰余金　

　　　　　（２）基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期　間末

後となるもの

　（決議）　 株式の種類　
配当金の総額

（千円）　

１株当たり

配当額

（円）　

基準日 効力発生日　 配当の原資　

 平成23年10月31日

取締役会　
普通株式 21,817　 2.5　 平成23年９月25日平成23年12月５日利益剰余金　

　　

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当第２四半期連結累計期間（自　平成23年３月26日　至　平成23年９月25日）及び当第２四半期連結会計期間

（自　平成23年６月26日　至　平成23年９月25日）　

　当社グループは、報告セグメントが家電製品事業のみであり、当社の業績における「その他」の重要性が乏し

いため、記載を省略しております。

　

　（追加情報）

　　　第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成

21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針

第20号　平成20年３月21日）を適用しております。　

　

（金融商品関係）

　　　当第２四半期連結会計期間末（平成23年９月25日）

　　　  前事業年度の末日と比べて著しい変動は認められませんので、記載を省略しております。

（有価証券関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成23年９月25日） 

　前事業年度の末日に比べて著しい変動は認められませんので、記載を省略しております。
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（デリバティブ取引関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成23年９月25日）

　当社グループが行っているデリバティブ取引は、企業集団の事業の運営において重要なものとなっておりますが、

取引の契約額その他の金額は、前事業年度の末日に比べて著しい変動は認められませんので、記載を省略しており

ます。

（ストック・オプション等関係）

当第２四半期連結会計期間（自　平成23年６月26日　至　平成23年９月25日）

　該当事項はありません。

（企業結合関係）

　　　当第２四半期連結会計期間末（平成23年９月25日）

　　　　該当事項はありません。　

（資産除去債務関係）

      当第２四半期連結会計期間末（平成23年９月25日）

　　　　資産除去債務の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前事業年度の末日と比べて著しい変動は認められませ

んので、記載を省略しております。

　

　　　（注）第１四半期連結会計期間より「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号　平成20年３月31日）

及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を

適用しているため、前事業年度の末日における残高に代えて、第１四半期連結会計期間の期首における残高

と比較しております。

       

（賃貸等不動産関係）

　　　当第２四半期連結会計期間末（平成23年９月25日）

　　　　前事業年度の末日と比べて著しい変動は認められませんので、記載を省略しております。　
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成23年９月25日）

１株当たり純資産額 602.10円

前事業年度末
（平成23年３月25日）

１株当たり純資産額 555.27円

２．１株当たり四半期純利益金額

前第２四半期累計期間
（自　平成22年３月26日
至　平成22年９月25日）

１株当たり四半期純利益金額 14.18
円

　

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。　

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期累計期間
（自　平成22年３月26日
至　平成22年９月25日）

四半期純利益（千円） 123,759

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 123,759

期中平均株式数（株） 8,727,675

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年３月26日
至　平成23年９月25日）

１株当たり四半期純利益金額 53.69
円

　

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。　

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年３月26日
至　平成23年９月25日）

四半期純利益（千円） 468,570

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 468,570

期中平均株式数（株） 8,727,380
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前第２四半期会計期間
（自　平成22年６月26日
至　平成22年９月25日）

１株当たり四半期純利益金額 1.31
円

　

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。　

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期会計期間
（自　平成22年６月26日
至　平成22年９月25日）

四半期純利益（千円） 11,459

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 11,459

期中平均株式数（株） 8,727,513

当第２四半期連結会計期間
（自　平成23年６月26日
至　平成23年９月25日）

１株当たり四半期純利益金額 3.67
円

　

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。　

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第２四半期連結会計期間
（自　平成23年６月26日
至　平成23年９月25日）

四半期純利益（千円） 32,001

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 32,001

期中平均株式数（株） 8,727,299

（重要な後発事象)

  該当事項はありません。　

（リース取引関係）

　リース取引残高は、前事業年度末と比較して著しい変動がありません。 

２【その他】

　平成23年10月31日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

　　①配当金の総額……………………………………21,817千円　

　　②１株当たりの金額………………………………２円50銭

　　③支払請求の効力発生日及び支払開始日………平成23年12月５日

  （注）平成23年９月25日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いをおこないます。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年11月９日

ツインバード工業株式会社

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 五十嵐　朗　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 井口　誠　　　印

　

　

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているツインバード工業株

式会社の平成22年３月26日から平成23年３月25日までの第49期事業年度の第２四半期会計期間（平成22年６月26日から平

成22年９月25日まで）及び第２四半期累計期間（平成22年３月26日から平成22年９月25日まで）に係る四半期財務諸表、

すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。

この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明

することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、ツインバード工業株式会社の平成22年９月25日現在の財政状態、同日をもって終了

する第２四半期会計期間及び第２四半期累計期間の経営成績並びに第２四半期累計期間のキャッシュ・フローの状況を適

正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

以　上

　

　（注）　１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　　２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成23年11月７日

ツインバード工業株式会社

取締役会　御中

優成監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士　 加藤　善孝　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士　 佐藤　健文　　印

　

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているツインバード工業株

式会社の平成23年３月26日から平成24年３月25日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成23年６月26日から

平成23年９月25日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成23年３月26日から平成23年９月25日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四

半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連

結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ツインバード工業株式会社及び連結子会社の平成23年９月25日現在の財

政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累

計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められな

かった。　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

以　上

　（注）　１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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